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頂いたご意見・ご質問



 

第一回「対話を行う場」での脇山町長ご挨拶についてご紹介します 

 

第一回「対話を行う場」の開会にあたって、脇山町長より、「対話を行う場」に

参加された皆さまに対し感謝の意を述べられた後に「文献調査受入れの経緯」や

「対話を行う場に期待すること」に関するご発言をいただきました。 

 

【 文献調査受入れの経緯 】 

令和 2 年（2020 年）末頃から令和５年（2023 年）くらいにかけて、玄海町議会に

おいて、数名の方から「文献調査を受け入れる考えはないか」という質問を受けました。 

私は、玄海町は「面積も狭く」、「科学的特性マップでシルバーに分類されている」こと

などから「今、文献調査に手を挙げるつもりはない」と重ねて答弁してまいりました。 

 

 そのような中、昨年 4 月 4 日に町内の「飲食業組合」「旅館業組合」「防災対策協議会」

から“文献調査を受け入れるべき”という請願が議会に提出され、４月 15 日から審議

が始まり、17 日と 25 日に原子力対策特別委員会が開催されました。 

４月 17 日の特別委員会では、経済産業省資源エネルギー庁と原子力発電環境整備機

構(ＮＵＭＯ)から文献調査や最終処分事業について説明をいただき、その後の４月 26 日

に開催された議会本会議において「賛成 6」「反対 3」の賛成多数で今回の請願を採択  

するという判断がなされました。 

 

5 月 1 日には、経済産業省から町に文献調査実施の申し入れを受けたことから、後日、

東京に出向き齋藤経産大臣（当時）と直接お話をしました。大臣からは、玄海町における

文献調査に関する議論へのお礼と「文献調査自体が最終処分場の建設まで行くことは 

ない」という言葉をいただきました。 

私がこれまで「（調査に）手を挙げることはない」と議会答弁を繰り返していたことや

「北海道以外に手を挙げる所もないのはいかがなものか」との思いもあって、色々と  

葛藤しましたが、5 月 10 日に玄海町議会全員協議会を開催させていただき、その場で

文献調査の受入れを表明したところであります。 

 

 

【 「対話を行う場」に期待すること 】 

「対話を行う場」を通して、町民の方々には“文献調査とは  

どのようなことをするのか”“最終処分とはどういった事業か” 

などをよく知っていただきたいと思っています。 

そして、町民の皆様の色々な意見を聞きながら「対話を行う場」

をつくっていっていただければ、と考えておりますので、   

どうぞよろしくお願い致します。 
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